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地震観測から見た最近の岩手山の火山活動

Seismic Aspects of the Recent Activity of Iwate Volcano
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岩手山では、１９９８年２月中旬頃から火山性地震が徐々に増加し、６月下旬～７月上旬を活動のピークと
して、９月３日のＭ６．１の地震後、一時増加したものの、その後、徐々に減少し、現在も続いている。この間、
低周波地震、火山性微動、モホ面付近の低周波地震が観測された。

盛岡地方気象台は、これまでに６回の臨時火山情報と８２回の火山観測情報を発表した。
仙台管区気象台は、現在、東北大学の３ヶ所の地震計を含め、合計９点の地震計等をテレメータし、岩手山

の活動を常時監視している。
本発表では、主に、地震観測から見た岩手山の活動経過と情報発表について報告する。

１　活動概要
岩手山は、１９９５年９月に東北大学の観測点に火山性微動が観測されて以来、１ヶ月当たり１０回前後の

火山性地震・微動が観測されていたが、１９９８年２月中旬頃から岩手山西側の浅部を震源とする火山性地震が
徐々に増加した。４月末には初めて有感になる地震が発生するなど地震の規模も次第に大きくなり、Ｍ３を越え
る地震も観測された。さらに６月下旬～７月上旬には地震回数が１日当たり１００回を超えることがしばしばあ
った。その後、火山性地震は徐々に減少したが、９月３日のＭ６．１の地震後、１１月頃にかけて山頂付近（鬼
ヶ城付近）で浅発地震が増加した。なお、９月以降Ｍ３を越える地震は観測されていない。

火山性地震の大半は高周波地震であるが、低周波地震も観測されている。低周波地震は、１９９８年３月以
降、岩手山西側の浅部と山頂付近のやや深いところに発生し、１－２ヶ月毎に増減を繰り返している。ただし、
岩手山西側の浅部を震源とする低周波地震は、１９９８年１１月以降、不活発になっている。

火山性微動は、１９９８年６月下旬から７月下旬頃にかけて増加し、７月１０日には振幅の大きな微動が観
測され、小噴火の可能性も懸念されたが、噴気の増大等の表面現象は確認されなかった。火山性微動は、その後
も月当たり１０回前後と増減を繰返しながら引き続き観測されている。

岩手山付近では北東側と南側の２ヶ所のモホ面付近で地震活動が見られ、年当たり数回の低周波地震が観測
されていたが、１９９８年４月末から急激に活発化し、５月と７月には３０回以上発生した。８月以降も月当た
り１０回以上と活発な状態が続いている。

現地観測では１９９８年６月に大地獄谷での噴気温度の上昇（１９９６年観測時との比較）と岩手山西側の
姥倉山付近で地温の高い箇所を確認した。しかし、その後は特に変化は観測していない。

２　観測体制
仙台管区気象台は、１９９５年１０月と１９９６年７月に１ヶ所ずつ地震観測点を設置し、仙台管区気象台

にテレメータするとともに、１９９７年１月には東北大学の３観測点の地震データの分岐を受け、合計５点によ
る地震観測を行ってきたが、活動の活発化に対応して、１９９８年４月、５月、１１月及び１２月に順次４ヶ所
の観測点を増設した。なお、これらの観測点の一部には、空振計（３ヶ所）、震度計（１ヶ所）も併設している。

３　火山情報
東北大学の傾斜計と体積歪計の急激な変化と地震の増加が観測された１９９８年３月１７日に火山観測情報

第１号、地震の短時間の多発と東北大学の傾斜計などの急激な変化が観測された４月２９日に臨時火山情報第１
号、火山性微動や低周波地震の発生が目立った６月２４日に臨時火山情報第２号、震幅の大きい微動が発生した
７月１０日に臨時火山情報第３号、Ｍ６．１の地震が発生した９月３日に臨時火山情報第４号など、これまでに
６回の臨時火山情報と８２回の火山観測情報を発表した（１９９９年２月１２日現在）。

本発表では、主に、地震観測から見た岩手山の活動経過と情報発表について報告する。


